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問題意識と研究概要

高等教育機関に入学する発達障害学生は急増
➢ 留年・退学する学生は多く、卒業率は7割弱
➢ 就職率は一般学生（96％）（厚生労働省,2021）に対し、発
達障害学生（36％）は、かなり低い（JASSO, 2021）

➢ つまずきの要因に、大学入学後の初期適応がある
➢ 発達障害学生のつまずきの要因のひとつに、大学入学後の初期適応がある。

米国のLandmark College（以下LC）は、ASD、
ADHD、LDの発達障害学生を対象にした大学
本研究では、LCのインタビュー調査を通し、大学入
学前の準備プログラムに焦点をあて、大学への移行
を円滑にする教育・支援体制を明らかにする。

本研究では「障がい」は、法規の表記に従って「障害」で統一、「障がい
学生支援センター」の名称は表記の通りに記述した。
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本研究の定義：発達障害

厚生労働省（政策レポート）「発達障害の理解のために」
https://www.mhlw.go.jp/seisaku/17.html 3

ASD
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1. 問題意識

➢ 発達障害学生の留年・退学は多く、卒業率は7割弱
➢ 就職率は一般学生（96％） （厚生労働省,2021）に対し、

 発達障害学生（36％）は、低い（JASSO, 2021）

➢ キャリア形成の観点からも発達障害学生向け教育、
移行支援が重要

「障害学生数と障害在籍率の推移」日本学生支援機構（2022）
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1．問題意識

 発達障害学生のつまずき要因に、大学入学後の初期
適応がある

➢大学生活を漠然と捉えている、初期段階で必要な
・履修管理
・相談スキル
・健康管理
・自己理解 など、認識できていない（山本・松坂・藤原,2024）

 日本の取り組み
➢ASDの入学予定者を対象に3日間のキャンパスツアー
を実施（諏訪・稲月・望月,2020）

➢発達障害を対象に1日間の入学前オリエンテーション
（大阪大学,2024）
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1．問題意識

発達障害学生の学業継続および修了（Student 

Success）にむけた総合的な教育と支援の方策
として、入学前の早い段階から専門的な初年
次教育プログラム（FYE: First Year Experience）開発
が必要ではないか？
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1．問題意識： Landmark College

 LC（米国Vermont州）

ASD、ADHD、LDの発達障害学生を対象とした大学
➢ 教職員が学業・生活面から障害特性に配慮し教育支援
➢ 短期大学として1985年に創設
➢ 2014年から4年制大学
・心理学系、美術系、コンピューター系など6つの学士プロ
グラム、5つの準学士プログラムが準備、少人数制クラス

・学生数624名
・ST比（教員1名当たりの学生数）は8:1
・学士取得者の87％が就職・大学院に進学（2022）

➢ 発達障害学生の教育研究機関として、教育者向け履修
証明プログラムを提供

LCの取り組みは片岡が報告（2007,2009）、既に15年以上が経過
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2．研究目的

本研究では、LCにおける発達障害学生に特
化したStudent Successへの取り組みとし
て、大学入学前の準備プログラムに焦点を
あて、大学への移行を円滑にする教育・支
援体制を明らかにすることを目的にした。
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2．研究方法

 インタビューの調査依頼をLCの公式HPから行う
➢担当者のMax McAuley氏から快諾
➢2023年8月から交渉を開始
➢Zoomでのミーティングを実施
➢インタビュー調査のスケジュールや日程など

7回程のメールのやり取り、調査目的や要望
を伝えた
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2．研究方法：インタビューの情報収集

 インタビュー方法
➢2024年3月に筆者ら3名がLCに訪問し、実施

 インタビュー内容
➢事前に研究目的を伝え、録音の許諾を得て実施
➢録音内容を文章に起こし、質的に分析

その他、情報収集
➢インタビュー時の配布資料、大学案内
➢LCの公式Webサイト

Vermont
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３．結果：インタビュー調査の1日のスケジュール

時間 テーマ 担当者

9:30
Yamagata Delegation Presents their 
Project

Vice President of Enrollment 
Management,
Director of Advising, Director of 
Admissions

10:00 発達障害学生のオリエンテーションの開発
Dean of Students and Director of 
Student Engagement

11:00 ASD学生のための早期オリエンテーション
Director of Social Pragmatic Programs 
and Support

12:00 ランチ
Landmark Collegeの学生4名、Associate 
Director of Admissions

13:00 移行期のマネジメント Director of Transition Programs

14:00 リサーチに基づく学生サービス
Vice President for Neurodiversity 
Research and Innovation

15:00
オリエンテーションと1年次におけるアカデ
ミック・アドバイス

Director of Academic Advising

16:00 全体のまとめ Associate Director of Admissions
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３．結果：LCの概要

キャンパス内の寮で、新入生は2人部屋で生活
➢ ルームメイトと関係性を築き、社会的スキルを身に着

けることが目的、ASDの学生も特別扱いをしない
➢ カウンセリング受診やメンタルヘルス治療の学生が多

く、人間関係の躓きなど課題を抱えている

入学前のヒアリング（学生、保護者）
➢ 専用のオンボーディングポータルサイトを開設
➢ テクノロジーサポートとしてITツールの活用方法、パ

ソコン操作の指導など
➢ 生活上の困りごと、配慮してほしいことなど、個々の

状況にあわせて相談対応
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３．結果：LCの大学入学前準備プログラム

月 項目 学生向け内容 保護者向け内容 その他

7
月

オンライ
ン大学入
学前準備

・PEERS*プログ
ラム（毎週：全16回）

・セルフガイド
コース
（薬物やアルコール教育、メン
タルヘルス、性的違法行為）

・TaC**
プログラム

・アドバイザー教
員との面談

・PEERS*プログ
ラム（2週に1回：全8回）

・TaC**
プログラム

・テクノロ
ジーサポート
ローテクから
ハイテクまで
指導、支援

・寮のマッチ
ング

8
月

＊PEERS（Program for Education and Enrichment of Relational Skills）
＊＊ TaC（Transition at College）

秋入学（9月）の場合のスケジュール
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３．結果：PEERSプログラム

 PEERS*プログラムとは
➢社会性に課題のあるASD向けの友だちつくりプログラム
➢関係スキルの教育と強化の開発（Laugeson（2012; 2014）

➢認知行動療法理論を活用
➢保護者のサポートを基本原理、グループで取り組む

 LCがPEERSプログラムを活用する理由

➢ 具体的なルールと手順があり社会的スキルを習得する
仕組み、科学的根拠がある

➢ 入学2か月前から日常生活で活かし、練習。友達づく

り・社会スキルの定着を促す
➢ 成功には、保護者が重要な役割を果たす

*PEERS（Program for Education and Enrichment of Relational Skills）
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３．結果：TaCプログラム

Kubler-Ross Change Curve

 大学への移行モデルとして、悲しみの変化曲線を説明
➢ 悲しみ、ショック、否定、怒り、かけひき、抑うつ、受容、コ
ミットメントからなり、転機の心の変化曲線を説明
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３．結果：TaCプログラム（学生向け）

 学生向けTac**プログラム
➢ 移行に必要な実行機能スキル開発を通し、自己効力感を
高める自立モデル、LCが独自に開発

➢ 学業だけでなく生活のあらゆる場面で活用
1）入学2か月前～1年間、TaCプログラムに参加

・能力開発クラス、スキル構築ワークショップ、野外旅行
・インターンシップ体験など

●特性や長所、短所を知る
 2）2年目以後
・学内のメンター、催しものの企画係、リーダーなどの役割体験

●社会的能力、自主性、対人関係を強化、実行機能スキ
ル***を高める

**Tac（Transition at College）
***実行機能スキル：やり遂げる力
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３．結果：TaCプログラム（保護者向け）

 保護者向けTac**プログラム
➢ 入学2か月前～参加
➢ 転機と子供の自立プロセスを学ぶ
➢ 保護者自身が子どものために率先して問題解決することは、
自分の役割ではないことを認識する

➢ 学生が計画を立て、大学のサポートを受け、目標達成に
取り組んでいることを知り、「私が代わりにやる必要はない」
と認識、見守る

➢ 保護者の関わりが変化、見守って貰うことが、学生自身も
勇気づけられ、成功と失敗に責任を持つことができる

**Tac（Transition at College）
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4．考察

LCのインタビュー調査
➢キャリア形成という観点から、大学入学の移行期には一
般学生よりも丁寧な対応が求められている。
➢片岡（2009）の報告と比較、入学前プログラムが体
系的に確立。PEERSとTaCプログラムが効果的に機能。

片岡（2009）の報告 本インタビュー調査の結果

実施時期 入学10日前 入学2か月前

対象者 学生 学生および保護者

プログラム
内容

キャンパスツアー、履修登
録説明、アドバイザーや
寮スタッフとの面談など

・PEERSプログラム
・TaCプログラム
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4．考察

入学前の教育・支援体制の違い
➢ 日本では
・学習面で困り感の強い学生に対し、合理的配慮を実施
・社会的スキル訓練は一部の大学で事例報告のみ

➢ LCでは
・入学2か月前からPEERSとTaCプログラムを通し、友だ
ちづくりや社会的スキル、自立することを学ぶ

➢ASDがあると仲間関係を築くことが苦手（岡本ほか,2017）

➢ASDのある人は、他のASDの行動パターンに共感し、相
互理解が深まる（Komeda,2015）

➢PEERSプログラムでは、ASDの特性を活かし参加者同
士が課題を共有することで学びが深まると考えられる。
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5．まとめ

 LCでの入学前の取り組み
➢発達障害学生の発達上の課題や大学移行期の課
題に対して、入学2か月前から専門的な初年次教育
プログラムFYEが取り組まれていた。
➢LCのPEERSやTaCプログラムは、日本の発達障害
学生のキャリア形成という観点からも、参考になる部
分が多いことが示唆された。

本研究では、LCのインタビュー調査を通して
大学入学前の準備プログラムに焦点をあて、大学
への移行を円滑にする教育・支援体制を明らかに
することができた。
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